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(57)【要約】
　エアロゾル発生物品（１００）用のホルダー（２００
）は、口側の端および遠位端を有するマウスピース（１
０６）を含む。マウスピースは、口側の端から遠位端へ
と延在する通路（２１３）を画定する。通路は、遠位端
から口側の端に向けた方向に挿入されるエアロゾル発生
物品を受けるように構成される。ホルダーは、マウスピ
ースから延在し、エアロゾル発生物品の熱源（１０２）
の少なくとも一部分を囲むように構成され、また空気が
熱源にアクセスできるように構成される、カゴ（２２０
）をさらに含む。ホルダーはまた随意的に、カゴの内側
表面から延在するシール（２３０）を含む。シールは、
エアロゾル発生物品を囲み、それと接触するように配置
される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアロゾル発生物品用のホルダーであって、
　口側の端および遠位端を有し、前記口側の端から前記遠位端へと延在する通路を画定す
るマウスピースであって、前記通路が、前記遠位端から前記口側の端に向けた方向に挿入
される前記エアロゾル発生物品を受けるように構成される、マウスピースと、
　前記マウスピースから延在し、前記エアロゾル発生物品の熱源の少なくとも一部分を囲
むように構成され、また空気が前記熱源にアクセスできるように構成されるカゴであって
、前記マウスピースの周りを摺動可能である、カゴと、
　前記カゴの内側表面から延在するシールであって、前記熱源の下流の前記エアロゾル発
生物品を囲み、かつ前記エアロゾル発生物品と接触するように配置される、シールと、を
含み、
　前記マウスピースが、フランジを画定し、前記カゴが、前記カゴが前記本体の上を遠位
に進むのに従って、前記フランジと係合するように構成される停止部を画定する、ホルダ
ー。
【請求項２】
　前記カゴが、前記シールの下流の壁を貫通する１つ以上の穴を画定する管状の壁を含む
、請求項１に記載のホルダー。
【請求項３】
　前記カゴの前記壁が、前記シールの上流の前記壁を貫通する１つ以上の穴をさらに画定
する、請求項２に記載のホルダー。
【請求項４】
　第一の位置と第二の位置との間で前記カゴの周りを移動可能なカバーをさらに含み、前
記カバーが、前記カバーが前記第一の位置にある時に、前記シールの上流の前記カゴの前
記穴と整列される１つ以上の貫通穴を含み、前記カバーが、前記カバーが前記第二の位置
にある時に、前記シールの上流の前記カゴの換気貫通穴を覆う、請求項３に記載のホルダ
ー。
【請求項５】
　前記カバーが、前記カゴの長手方向軸の周りを回転可能なリングを含む、請求項４に記
載のホルダー。
【請求項６】
　前記マウスピースによって画定される前記通路が、段階的な、または先細の内径を含み
、前記口側の端に近位の内径が、前記エアロゾル発生物品の外径よりも小さく、それによ
り、前記口側の端を越えて前記通路内を前記エアロゾル発生物品が進行するのを防止する
ように構成される、請求項１～５のいずれか１項に記載のホルダー。
【請求項７】
　前記エアロゾル発生物品が、前記マウスピースによって画定される前記通路内に受けら
れる、請求項１～６のいずれかに記載のホルダーと、前記熱源を有する前記エアロゾル発
生物品と、を含む組立品。
【請求項８】
　前記エアロゾル発生物品が、前記マウスピースの前記通路によって受けられるように構
成される、請求項１～６のいずれかに記載のホルダーと、熱源を有する１つ以上のエアロ
ゾル発生物品と、を含むキット。
【請求項９】
　前記エアロゾル発生物品が、エアロゾル発生基体を含み、前記エアロゾル発生物品が、
前記エアロゾル発生基体を燃焼することなく、前記熱源から前記エアロゾル発生基体へと
熱を伝達するように構成される、請求項７に記載の組立品、または請求項８に記載のキッ
ト。
【請求項１０】
　前記エアロゾル発生基体がたばこを含む、請求項９に記載の組立品またはキット。
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【請求項１１】
　請求項９または１０に記載の組立品またはキットであって、
　前記エアロゾル発生物品が、前記エアロゾル発生基体を囲むラッパーをさらに含み、前
記ラッパーが、１つ以上の換気貫通穴を画定し、
　前記カゴが、前記シールの下流の前記壁を貫通する１つ以上の穴を画定する管状の壁を
含み、
　前記組立品が、前記マウスピースを吸い込むことによって、空気が、前記カゴの前記管
状の壁の１つ以上の穴を通じて、また前記エアロゾル発生物品の前記ラッパーの前記１つ
以上の穴を通じて、流れることを引き起こすように構成される、組立品またはキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアロゾル発生基体を加熱するための可燃性熱源を有するエアロゾル発生物
品に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　たばこが燃焼するよりはむしろ加熱される多くの喫煙物品が、当技術分野において提唱
されてきた。このような「加熱式」喫煙物品の１つの目的は、従来的な紙巻たばこにおけ
るたばこの燃焼および熱分解によって生成されるタイプのある特定の煙成分を低減するこ
とである。
【０００３】
　加熱式喫煙物品の１つの公知のタイプにおいて、エアロゾルは可燃性熱源から物理的に
分離されたエアロゾル発生基体（例えば、たばこ含有基体）への熱伝達によって生成され
る。エアロゾル発生基体は可燃性熱源の中、周り、または下流に位置してもよい。使用時
に、揮発性化合物は、可燃性熱源からの熱伝達によりエアロゾル発生基体から放出され、
喫煙物品を通して引き出された空気中に混入される。放出された化合物が冷えるにつれて
、これらは、凝縮してユーザーによって吸入されるエアロゾルを形成する。
【０００４】
　エアロゾル発生物品（例えば、加熱式喫煙物品）は、可燃性熱源がブラインドであるよ
うに、構成されてもよく、そのことは、喫煙物品を通して引き出された空気に混入する熱
源の燃焼から放出された揮発性化合物の量または数を制限しうる。ブラインド可燃性熱源
を有する加熱式喫煙物品は、主に伝導によって熱をエアロゾル発生基体に伝達しうる。加
熱式喫煙物品はまた、熱源が非ブラインドであるように構成されてもよい。非ブラインド
可燃性熱源を有する加熱式喫煙物品は、主に熱源を通じて１つ以上の気流チャネルを通る
対流によって、エアロゾル発生基体に熱を伝達し、それにより、熱源からの揮発性化合物
が喫煙物品を通して引き出された空気に混入することを可能にする。加熱式喫煙物品の１
つの目的は、燃焼を介して生成された一定の煙成分を減少することであるので、ブライン
ド熱源を用いる加熱式喫煙物品が好ましい。
【０００５】
　公開されたＰＣＴ特許出願ＷＯ－Ａ２－２００９／０２２２３２号は、非ブラインド熱
源を有する加熱式喫煙物品の実施例を開示する。ＷＯ－Ａ２－２００９／０２２２３２号
で開示される加熱式喫煙物品は、可燃性熱源、可燃性熱源の下流のエアロゾル発生基体と
、可燃性熱源の後方部分およびエアロゾル発生基体の隣接する前方部分の周りにあり、か
つそれらと接触する熱伝導性要素と、を備える。気流チャネルは、空気がマウスピースに
向かって下流にチャネルを通して引き出されうるように、熱源を通って延在する。
【０００６】
　加熱式喫煙物品が、ブラインドまたは非ブラインド可燃性熱源を含むかどうかにかかわ
らず、熱源は、空気と直接的に接触して、適切に燃焼することを要求しうる。したがって
、加熱式喫煙物品は、熱源が、喫煙時に喫煙者、およびそれらの周囲に露出されるように
、製造されうる。しかし、可燃性熱源の温度は、燃焼時に極めて高くなりうる。例えば、
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燃焼の間の熱源の温度は、６００℃より高くなりうる。
【０００７】
　本発明の実施例の１つの目的は、可燃性熱源を有するエアロゾル発生物品のユーザーま
たはそれらの環境がそれに露出されうる、露出される要素の温度を下げることである。本
発明の実施例の別の目的は、ユーザーまたはそれらの環境がそれに露出されうる露出され
る要素の温度を減少する一方で、ブラインド熱源を維持することである。
【発明の概要】
【０００８】
　種々の態様において、本発明は、エアロゾル発生物品用のホルダーを提供する。ホルダ
ーは、口側の端および遠位端を持つマウスピースを含む。マウスピースは、口側の端から
遠位端へと延在する通路を画定する。通路は、遠位端から口側の端に向けた方向に挿入さ
れるエアロゾル発生物品を摺動可能に受けるように構成される。ホルダーは、マウスピー
スから延在し、エアロゾル発生物品の熱源の少なくとも一部分を囲むように構成され、ま
た空気が熱源にアクセスできるように構成される、カゴをさらに含む。カゴは、マウスピ
ースの周りを摺動可能である。マウスピースは、フランジを画定し、カゴは、カゴが本体
の上を遠位に進むのに従って、フランジと係合するように構成される停止部を画定する。
ホルダーはまた随意的に、カゴの内側表面から延在するシールを含む。シールは、エアロ
ゾル発生物品を囲み、それと接触するように配置される。
【０００９】
　種々の態様において、本発明は、ホルダーおよびエアロゾル発生物品を含む組立品を提
供する。エアロゾル発生物品は、熱源と、熱源の下流にあり、かつ熱源からの熱が、エア
ロゾル発生基体を燃焼させることなく、エアロゾル発生基体に伝達されるように、熱源と
導電結合するエアロゾル発生基体と、を含む。エアロゾル発生物品は、エアロゾル発生基
体を囲むラッパーをさらに含む。ラッパーは、１つ以上の換気貫通穴を画定し、ホルダー
は、口側の端および遠位端を有するマウスピースを含み、口側の端から遠位端へと延在す
る通路を画定する。通路は、遠位端から口側の端に向けた方向に挿入されるエアロゾル発
生物品を受ける（例えば、摺動可能に受ける）ように構成される。ホルダーは、エアロゾ
ル発生物品の熱源の少なくとも一部分を囲むように構成されるカゴをさらに含む。ホルダ
ーはまた随意的に、カゴの内側表面から延在するシールを含む。シールは、エアロゾル発
生物品がマウスピースの通路に受けられた時に、熱源の下流のエアロゾル発生物品を囲み
、かつそれと接触するように配置される。カゴは、シールの下流の壁を貫通する１つ以上
の穴を画定する管状の壁を含む。組立品は、マウスピースを吸い込むことによって、空気
が、カゴの管状の壁の１つ以上の穴を通じて、またエアロゾル発生物品のラッパーの１つ
以上の換気穴を通じて、流れることを引き起こすように構成される。
【００１０】
　「エアロゾル発生物品」という用語は、ユーザーにより吸入されうるエアロゾルを形成
する揮発性化合物を放出するエアロゾル発生基体を含む物品を意味する。「エアロゾル発
生基体」という用語は、加熱されると揮発性化合物を放出することが可能な物質であって
、エアロゾルを形成することができるものを意味する。本発明による物品のエアロゾル発
生基体から生成されるエアロゾルは、見えても、または見えなくてもよく、蒸気（例えば
、気状である物質の微粉は室温にて通常、液体または固体である）、ならびに気体および
凝縮された蒸気の液体の液滴を含んでもよい。
【００１１】
　「遠位」「上流」「近位」および「下流」という用語は、エアロゾル発生物品の構成要
素または構成要素の部分の相対的位置を描写するために使用される。本発明によるエアロ
ゾル発生物品は、使用時にユーザーに送達するためにエアロゾルが物品を抜け出る近位端
と、対向する遠位端と、を有する。エアロゾル発生物品の近位端は口側の端と呼ばれるこ
ともある。使用時に、エアロゾル発生物品によって発生したエアロゾルを吸い込むために
、ユーザーはエアロゾル発生物品の近位端を吸い込む。上流および下流という用語は、ユ
ーザーが近位端を吸い込んだ時のエアロゾル発生物品を通るエアロゾルの移動の方向に関
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連する。
【００１２】
　本発明によるエアロゾル発生物品およびホルダーの様々な態様は、可燃性熱源を含む現
時点で入手可能なエアロゾル発生物品に関連する１つ以上の利点を持ちうる。例えば、本
発明によるホルダーは、喫煙者または喫煙者の周囲環境が高温の可燃性熱源と接触するこ
とから保護するための、使用がシンプルなバリアを提供する。熱源を囲む端片のカゴは、
カゴの温度が燃焼した熱源の温度よりも低くなるように、熱源から分離されていてもよい
。カゴはまた、燃焼した熱源と比較して、効率的に熱を放散してカゴの温度を下げるよう
に構成されてもよい。いくつかの好ましい実施形態では、本発明によるホルダーは、燃焼
の間に熱源から放出された一定の数または量の揮発性化合物がエアロゾル発生物品を通し
て引き出され、またユーザーによって吸入される空気に混入することを防ぎ、または減少
させるように構成される。ホルダーは、カゴの内側表面から延在し、また熱源と、例えば
、エアロゾル発生基体との間でエアロゾル発生物品を囲み、かつ封止するように配置され
るシールを含み、それにより、燃焼の間に熱源から放出された揮発性化合物がエアロゾル
発生物品を通して引き出された空気に混入することを制限しうる。本明細書で説明したエ
アロゾル発生物品の１つ以上の態様のさらなる利点は、本開示を読み理解することで当業
者に明らかとなるであろう。
【００１３】
　本発明は、エアロゾル発生基体を加熱するための可燃性熱源を有するエアロゾル発生物
品と、そのエアロゾル発生物品のためのホルダーに関連する。ホルダーは、熱源の少なく
とも一部分を囲むように、かつ空気が熱源にアクセスすることを可能にするように構成さ
れるカゴを含む。使用時に、カゴの温度は、燃焼の間、熱源よりも実質的に低い。したが
って、エアロゾル発生物品のユーザーが晒されうる要素の温度は、低下する。
【００１４】
　ホルダーは、口側の端および遠位端を持つマウスピースを含む。マウスピースは、可燃
性熱源を有するエアロゾル発生物品を受ける（例えば、摺動可能に受ける）ための通路を
画定する。通路は、遠位端から口側の端に向けた方向に挿入されるエアロゾル発生物品を
受けるように構成される。通路は、マウスピースの内側表面を画定する。マウスピースの
内側表面の少なくとも一部分は、物品が通路に受けられた時にエアロゾル発生物品と係合
することが好ましい。例えば、マウスピースの内側表面は、締まりばめによってエアロゾ
ル発生物品と係合するように構成される、１つ以上の戻り止めまたは１つ以上の減少した
内径を画定しうる。さらに、または別の方法として、通路は、その長さに沿ってエアロゾ
ル発生物品と係合するようにサイズ設定されうる。
【００１５】
　別の方法として、通路内に配置される１つ以上の追加的な要素が、エアロゾル発生物品
と係合していてもよい。マウスピースの内側表面がエアロゾル発生物品と係合するように
構成されるかどうか、または通路内の追加的な要素がエアロゾル発生物品と係合するよう
に構成されるかどうかにかかわらず、エアロゾル発生物品は、使用時に、マウスピースに
対して長手方向の位置に保持されることが好ましい。エアロゾル発生物品は、最小限の力
で、通路に挿入可能であり、または通路から取り外し可能であることが好ましい。例えば
、エアロゾル発生物品は、ユーザーによって容易に、通路に挿入され、または通路から引
き出されうる。
【００１６】
　マウスピースの内側表面は、口側の端に近位の内径がエアロゾル発生物品の外径よりも
小さく、それにより口側の端を越えて通路内をエアロゾル発生物品が進行するのを防止す
るように、段階的な、または先細の内径を画定することが好ましい。こうした先細の内側
表面の一部は、エアロゾル発生物品と係合し、またそれを保持するように構成されてもよ
い。
【００１７】
　マウスピースは、入れ子式であってもよく、たたまれた取出し位置および延伸した使用
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位置に適合しうる。口側の端は、圧縮位置へと遠位端に対して遠位に移動可能であり、そ
れにより、エアロゾル発生物品をホルダーから取り出すことが好ましい。口側の端は、延
伸位置の方へ偏向されてもよく、したがって、口側の端は、押力（例えば、マウスピース
をたたむための）が取り除かれた後に、遠位端に対して遠位に移動する。
【００１８】
　マウスピースは、適切な任意の材料または材料の組み合わせによって形成されうる。例
えば、マウスピースは、熱可塑性ポリマーなどのポリマーを含む材料、またはアルミニウ
ムもしくはステンレス鋼などの金属を含む材料、またはセラミック材料から形成されうる
。本体は、例えば、木製の材料またはカーボンファイバー材料またはガラスファイバー材
料で形成されうる。マウスピースを形成するために用いられうる好適なポリマー材料の例
としては、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）が挙げられる。
【００１９】
　カゴおよびマウスピースは、単一の部品から形成されうる。別の方法として、カゴおよ
びマウスピースは別個の部品から形成されうる。カゴおよびマウスピースは、別個の部品
から形成されることが好ましい。
【００２０】
　カゴは、マウスピースの周りに配置され（例えば、摺動可能に配置され）、それによっ
て、ホルダーが保存時によりコンパクトなサイズを有し、また使用時に細長いサイズを有
することができることが好ましい。カゴおよびマウスピースは、カゴが偶発的にマウスピ
ースから滑り落ちることを防ぐように、構成されることが好ましい。例えば、マウスピー
スは、カゴの近位停止部と係合して、またはカゴに取り付けられて、カゴが本体から遠位
に滑り落ちることを防ぐ、遠位フランジを含んでもよい。マウスピースはまた、例えば、
近位停止部と係合して、カゴが本体から近位に滑り落ちることを防ぐ、近位フランジまた
は突出部を含んでもよい。
【００２１】
　カゴは、長手方向軸およびエアロゾル発生物品の熱源の外径より大きい内径を有する穴
を画定する。一部の実施例では、穴径は、エアロゾル発生物品の外径の長さと同様であり
うる。物品は、穴内に摩擦ばめを用いて保持されうる。先細の開口部またはチャンバーが
、提供され、それによりエアロゾル発生物品の挿入を容易にすることができる。本明細書
に使用される場合、「直径」という用語は、可燃性熱源、エアロゾル発生物品、ホルダー
、またはその他の装置または構成要素の横断方向での最大寸法を意味する。本明細書に使
用される場合、「半径方向」および「横断方向」という用語は、長手方向に対して垂直な
方向を記述するために使用される。使用時に、カゴは、熱源を少なくとも部分的に囲む。
カゴは、熱源の長さに沿って熱源を囲むことが好ましい。カゴと熱源との間の距離、カゴ
の材料、カゴの厚さ、カゴの浸透性、およびその他の要素は、使用時に、熱源に対して最
大温度を制御するように選択されてもよい。カゴは、熱源が燃焼し、かつカゴ内に配置さ
れている時、熱源よりも実質的に低い最大温度に到達することが好ましい。例えば、カゴ
の露出された表面における温度は、熱源の表面の温度よりも少なくとも２００℃低くあり
うる。カゴの露出された表面における温度は、熱源の表面の温度よりも少なくとも３００
℃低くありうることが好ましい。例えば、熱源の温度が約４００℃である時、保持器の露
出された表面は、約２００℃より低く、好ましくは約１５０℃より低いことが好ましい。
【００２２】
　カゴは、任意の適切な距離だけ熱源から分離されうる。例えば、熱源とカゴとの間の半
径方向隙間は、約０．２ｍｍ～約３ｍｍ、例えば０．５ｍｍ～２ｍｍ、または、例えば１
ｍｍ～２ｍｍでありうる。
【００２３】
　カゴは、適切な任意の材料または材料の組み合わせで作られうる。カゴを形成する材料
は、耐熱性であることが好ましい。例えば、カゴは、約２００℃以上の温度に耐えること
ができる材料から形成されうる。カゴを形成するための適切な材料の例としては、ポリマ
ー、またはアルミニウムまたはステンレス鋼などの金属材料が挙げられる。さらに、また
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は別の方法として、本体は、木材、カーボンファイバーまたはガラスファイバーを含む材
料から形成されうる。本体または本体の一部がそれから作られうる適切なポリマーの例と
しては、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリオキシメチレン（ＰＯＭ）、高
密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）などが挙げられる。
【００２４】
　それからカゴが作られる材料は、十分に熱伝導性であり、十分に薄く、または十分な低
密度をもち、それにより迅速に熱を放散することが好ましい。
【００２５】
　カゴまたはカゴの１つ以上の部分は、十分な浸透性をもち、それにより、空気がカゴを
通じて熱源にアクセスすることを可能にして、熱源の燃焼を維持することが好ましい。「
浸透性」という用語は、空隙空間領域である表面または表面の一部の全体領域に対する割
合を意味する。熱源を囲むカゴの少なくとも一部は、十分な浸透性をもち、それにより、
炎による熱源の点火を可能にすることが好ましい。熱源は、カゴを通じて点火されうるこ
とが好ましい。カゴは、カゴの穴と同一の断面積をもつ開口部を画定する遠位面を含むこ
とが好ましい。さらに、または別の方法として、カゴは、熱源の周りに放射状に配置され
る、貫通穴などの開口部を含む。好ましい実施形態では、カゴは、壁を通じて換気開口部
をもつ概ね管状の壁を含む。いくつかの好ましい実施形態では、熱源を囲むカゴの部分の
浸透性は、換気開口部または貫通穴が覆われない時にのみ、熱源の燃焼を維持するのに十
分である。したがって、開口部は、覆われて、熱源を消火しうる。
【００２６】
　カゴは、熱源を消火することを促進するカバーを含んでもよい。例えば、カバーは、第
一の位置から第二の位置まで移動可能なスリーブを含んでもよい。第一の位置において、
スリーブは、カゴの開口部を覆わない。第二の位置において、スリーブは、開口部を覆い
、熱源を消火することを促進しうる。別の実施例として、カバーは、カゴの本体の周りに
、かつカゴの長手方向軸の周りに回転可能に配置される、リング要素を含みうる。リング
は、適切に回転した時に、カゴの本体を貫通する開口部と整列される貫通穴を含みうる。
整列された位置から離れたカゴの周りでのリングの回転は、カゴの本体を貫通する開口部
を完全に、または部分的に塞いで、熱源を消火することを促進しうる。
【００２７】
　カゴは、熱源を囲む部分の下流の換気貫通穴を含むことが好ましい。そのような穴によ
って、冷気がエアロゾル発生物品を通して引き出されることができることが好ましい。好
ましい実施形態では、カゴは、カゴの遠位端と下流の換気開口部との間に非透過性の壁を
含む。そのような壁は、熱源からのある量または数の燃焼生成物がエアロゾル発生物品内
に引き出された空気に混入することを減少しうる。
【００２８】
　本発明によるホルダーは、カゴの内側表面からカゴの穴内に延在するシールを含むこと
が好ましい。シールは、好ましくは、熱源の下流において、エアロゾル発生物品を囲み、
かつそれと接触するように配置される。シールは、オーリングを含みうる。シールは、熱
源から放出された燃焼生成物がエアロゾル発生物品を通して引き出された空気に混入する
ことを防ぐように、または制限するように構成されうる。シールは、カゴの下流の換気開
口部の上流に配置されることが好ましい。
【００２９】
　シールは、適切な任意の内径を有しうる。緩和状態におけるシールの内径は、エアロゾ
ル発生物品の外径より小さいことが好ましい。エアロゾル発生物品が本発明による端片内
に挿入されると、シールが偏向して、シールを通る物品の通過が可能となる。シールは、
物品が端片内に完全に挿入された時に、エアロゾル発生物品に対して長手方向の位置にカ
ゴを保持するように役立ちうる。
【００３０】
　シールは、任意の適切な方法で、カゴと一体的に形成されてもよく、またはカゴに取り
付けられてもよい。シールは、適切な任意の材料または材料の組み合わせで形成されうる
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。シールは、熱源の近くに配置されるように構成されるので、シールは、耐熱性材料を含
むことが好ましい。シールは、弾力性材料を含むことが好ましい。シールまたはその一部
を形成するために使用されうる材料の実施例は、プラスチック材料および、例えば、ニト
リルまたはフルオロカーボン（ビトン）材料などのエラストマーを含む。
【００３１】
　本発明によるホルダーは、口側の端が最初にマウスピースによって画定された通路内に
挿入されて、口側の端が肩部または口側の端に近接するテーパー付部分と係合するまで、
エアロゾル発生物品がその通路内に挿入されることを可能にするように構成される。カゴ
がマウスピースの上を摺動可能である場合、カゴは、カゴがマウスピースと係合して、さ
らなる進行が防がれるまで、マウスピースの上を遠位に前進しうる。カゴの遠位への移動
は、例えば、カゴの近位停止部がマウスピースの遠位フランジと係合するまで、起こりう
る。カゴの遠位部分における開口部により、エアロゾル発生物品がホルダー内に完全に挿
入された時に、熱源の点火、続く熱源の燃焼、および燃焼ガスの排出を可能とする。カゴ
における開口部は、エアロゾル発生物品内に引き出された空気を、加熱されたエアロゾル
発生基体を通じて、またはエアロゾル発生基体の周りを通って、ユーザーの口内へと外部
に送ることを許容する。エアロゾル発生物品を通して引き出された空気を外部に送る開口
部は、シールによって、より遠位なカゴの開口部から分離されることが好ましい。
【００３２】
　カゴがカバーを含む場合、カバーは、移動して、カゴ内の遠位開口部を覆い、熱源の消
火を促進することができる。マウスピースが入れ子式である場合、口側の端は、押しつけ
られて、マウスピースの遠位端に対して遠位に移動し、それにより、消火された喫煙物品
を取り出すことができる。
【００３３】
　カゴは、ユーザーがエアロゾル発生物品を使用することを終えた時に、ユーザーが可撓
性の部分を押下して、熱源をつまむことができる、可撓性の部分を含んでもよい。本発明
のシステムは、例えば、物品を押してまたは引いて、熱源の取出しを容易にするための抽
出器を含んでもよい。抽出器は、別個の要素であってもよく、または物品の１つ以上の要
素と一体的に形成されてもよい。
【００３４】
　本発明によるホルダーは、可燃性熱源を有する適切な任意のエアロゾル発生物品におい
て使用されうる。エアロゾル発生物品は、エアロゾル発生基体であって、可燃性熱源によ
り加熱されて、エアロゾル発生基体から１つ以上の揮発性化合物を放出しうる、エアロゾ
ル発生基体を含む。
【００３５】
　本発明による端片と併用するためのエアロゾル発生物品は、任意の適切な可燃性熱源を
含みうる。
【００３６】
　可燃性熱源は、ブラインド可燃性熱源であることが好ましい。本明細書に使用される場
合、「ブラインド」という用語は、いかなる気流チャネルも含まず、吸入空気をエアロゾ
ル発生基体に提供する熱源を記述する。ブラインド可燃性熱源において、ブラインド可燃
性熱源からエアロゾル発生基体への熱伝達は、伝導によって主に生じ、強制対流によるエ
アロゾル発生基体の加熱は最小にされる、または減少される。ブラインド可燃性熱源を通
しての任意の気流チャネルの欠如は、ユーザーがたばこを吸う間のブラインド可燃性熱源
の燃焼の活性化を有利に実質的に阻止または抑制する。これは、ユーザーがたばこを吸う
間、エアロゾル発生基体の温度におけるスパイクを実質的に阻止または抑制する。ブライ
ンド可燃性熱源の燃焼の活性化を阻止または抑制すること、およびそのようにしてエアロ
ゾル発生基体における過剰な温度上昇を阻止または抑制することによって、激しくたばこ
を吸う状況下でエアロゾル発生基体の燃焼または熱分解が有利に回避されうる。加えて、
主流エアロゾルの組成物へのユーザーのたばこを吸う状況の影響は、有利に最小にされ、
または減少されうる。また、ブラインド可燃性熱源の封入は、ブラインド可燃性熱源の点
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火中および燃焼中に形成される燃焼および分解生成物並びにその他の材料が、その使用中
にエアロゾル発生物品を通して吸い込まれる空気に入るのを有利に実質的に阻止または抑
制しうる。
【００３７】
　別の方法として、可燃性熱源は、エアロゾル発生基体へと熱源を通る１つ以上の吸入気
流経路を提供する少なくとも１つの長手方向の気流チャネルを備える。この吸入気流チャ
ネルは、ユーザーによる吸入のためにエアロゾル発生物品を通して空気が引き出されうる
、熱源の長さに沿って延在しうる。１つ以上の長手方向の吸入気流チャネルを含むこのよ
うな熱源は、本明細書では「非ブラインド」熱源と呼ばれる。
【００３８】
　可燃性熱源は、炭素含有量が可燃性熱源の乾燥質量で少なくとも約３５パーセントの炭
素質熱源であることが好ましく、少なくとも約４０パーセントの炭素質熱源であることが
より好ましく、少なくとも約４５パーセントの炭素質熱源であることが最も好ましい。可
燃性熱源が炭素質熱源である場合、可燃性熱源は１つ以上の好適な炭素含有材料から形成
されてもよい。「炭素質」という用語は、炭素を含む材料を意味する。
【００３９】
　可燃性熱源は、炭素含有量が少なくとも約５０パーセントである可燃性炭素ベース熱源
であってもよい。例えば、可燃性熱源は、炭素含有量が可燃性熱源の乾燥質量で、少なく
とも約６０パーセント、または少なくとも約７０パーセント、もしくは少なくとも約８０
パーセントである可燃性炭素ベース熱源であってもよい。「炭素ベース」という用語は、
主に炭素から成る材料であって、材料の乾燥質量で、少なくとも約５０パーセントが炭素
である材料を意味する。
【００４０】
　１つ以上の結合剤を、１つ以上の炭素含有材料と組み合わせて、炭素質熱源を形成して
もよい。可燃性熱源は、１つ以上の有機結合剤、１つ以上の無機結合剤、または１つ以上
の有機結合剤と１つ以上の無機結合剤との組み合わせを含みうる。
【００４１】
　１つ以上の結合剤の代わりに、またはそれに加えて、可燃性熱源は、可燃性熱源の特性
を改善するために１つ以上の添加剤を含みうる。適切な添加剤は、可燃性熱源の圧密を促
進する添加剤（例えば、焼結助剤）、可燃性熱源の点火を促進する添加剤（例えば、過塩
素酸塩、塩素酸塩、硝酸塩、過酸化物、過マンガン酸塩、ジルコニウムおよびその組み合
わせなどの酸化剤）、可燃性熱源の燃焼を促進する添加剤（例えば、カリウム、およびク
エン酸カリウムなどのカリウム塩）、ならびに可燃性熱源の燃焼によって生成される１つ
以上のガスの分解を促進する添加剤（例えば、ＣｕＯ、Ｆｅ2Ｏ3およびＡｌ2Ｏ3などの触
媒）を含むが、これに限定されない。エアロゾル発生物品のための可燃性熱源、およびこ
うした熱源を製造するための方法は、当技術で公知であり、例えば、ＵＳ－Ａ－５，０４
０，５５２号およびＵＳ－Ａ－５，５９５，５７７号に記載がある。
【００４２】
　可燃性熱源の見掛け密度は、約０．８ｇ／ｃｍ3～約１．１ｇ／ｃｍ3であることが好ま
しい。可燃性熱源の質量は約３００ｍｇ～約５００ｍｇであることが好ましく、約４００
ｍｇ～約４５０ｍｇであることがより好ましい。可燃性熱源の長さは、約７ｍｍ～約１７
ｍｍであることが好ましく、約７ｍｍ～約１５ｍｍであることがより好ましく、約７ｍｍ
～約１３ｍｍであることが最も好ましい。本発明による可燃性熱源の直径は、約５ｍｍ～
約９ｍｍであることが好ましく、約７ｍｍ～約８ｍｍであることがさらに好ましい。
【００４３】
　可燃性熱源の直径は実質的に一様であることが好ましい。ところが、可燃性熱源は、別
の方法として、可燃性熱源の前端面と後端面のうちの一方の直径がその前端面と後端面の
うちのもう一方の直径より大きくなるような先細りであってもよい。例えば、可燃性熱源
は、可燃性熱源の後端面の直径が、可燃性熱源の前端面の直径より大きくなるような先細
りであってもよい。可燃性熱源は実質的に円筒形であることが好ましい。可燃性熱源は、
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実質的に円形断面または実質的に楕円形断面の円筒形可燃性熱源であってもよい。特に好
ましい実施形態において、可燃性熱源は実質的に円形断面の実質的に円筒可燃性熱源であ
る。
【００４４】
　本発明によるホルダーと併用するためのエアロゾル発生物品は、任意のエアロゾル発生
基体を含みうる。
【００４５】
　エアロゾル発生基体は、少なくとも１つのエアロゾル形成体および加熱に反応して揮発
性化合物を放出することができる材料を含むことが好ましい。エアロゾル発生基体は、湿
潤剤、風味剤、結合剤およびそれらの混合物を含むがそれらに限定されない、その他の添
加剤および成分を含んでもよい。エアロゾル発生基体はニコチンを含むことが好ましい。
エアロゾル発生基体はたばこを含むことがより好ましい。
【００４６】
　少なくとも１つのエアロゾル形成体は、使用時に、密度が高く安定したエアロゾルの形
成を促進し、エアロゾル発生物品の使用温度で実質的に熱劣化耐性のある任意の適切な公
知の化合物または化合物の混合物としうる。適切なエアロゾル形成剤は当業界で周知であ
り、例えば、多価アルコール、多価アルコールのエステル（グリセロールモノアセタート
、ジアセタートまたはトリアセタートなど）、およびモノカルボン酸、ジカルボン酸また
はポリカルボン酸の脂肪族エステル（ドデカン二酸ジメチルおよびテトラデカン二酸ジメ
チルなど）を含む。本明細書におけるエアロゾル発生物品における使用のための好ましい
エアロゾル形成体は、トリエチレングリコール、１，３－ブタンジオール、および最も好
ましいグリセリンなどの、多価アルコールまたはこれらの混合物である。
【００４７】
　加熱に反応して揮発性化合物を発することができる材料は、植物由来材料の装填でもよ
い。加熱に反応して揮発性化合物を発することができる材料は、均質化した植物由来材料
の装填でもよい。例えば、エアロゾル発生基体は、植物に由来する１つ以上の材料を含ん
でもよく、たばこ、茶（例えば緑茶）、ハッカ、月桂樹、ユーカリ、バジル、セージ、ビ
ジョザクラ、およびタラゴンを含むが限定されない。加熱に反応して揮発性化合物を発す
ることができる材料は、たばこ由来材料の装填であることが好ましく、均質化したたばこ
由来材料の装填であることが最も好ましい。
【００４８】
　エアロゾル発生基体は、紙またはその他のラッパーによって取り囲まれる加熱に反応し
て揮発性化合物を発することができる材料を含むプラグまたはセグメントの形態としうる
。前述のように、エアロゾル発生基体がこのようなプラグまたはセグメントの形態である
場合、任意のラッパーを含むプラグまたはセグメントの全体はエアロゾル発生基体である
と見なされる。エアロゾル発生基体の長さは約５ｍｍ～約２０ｍｍであることが好ましい
。エアロゾル発生基体の長さは約６ｍｍ～約１５ｍｍであることが好ましく、またはその
長さは約７ｍｍ～約１２ｍｍであることが好ましい。好ましい実施形態では、エアロゾル
発生基体はプラグラップに包まれるたばこ由来材料のプラグを備える。特に好ましい実施
形態では、エアロゾル発生基体はプラグラップに包まれる均質化したたばこ由来材料のプ
ラグを備える。
【００４９】
　本発明によるホルダーは、適切な任意のエアロゾル発生物品と併用されうる。
【００５０】
　本発明によるホルダーにおける使用のためのエアロゾル発生物品は、エアロゾル発生基
体の周辺の周りに１つ以上の空気吸込み口を含みうる。このような実施形態において、使
用において、冷気は、空気吸い込み口を通ってエアロゾル発生物品のエアロゾル発生基体
に吸い込まれる。空気吸い込み口を通ってエアロゾル発生基体に吸い込まれる空気は、エ
アロゾル発生基体からエアロゾル発生物品を通って下流に通過し、マウスピースまたはそ
の近位端を通ってエアロゾル発生物品を出る。
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【００５１】
　こうした実施形態では、ユーザーがたばこを吸う間、エアロゾル発生基体の周辺の周り
で１つ以上の空気吸込み口を通って引き出された冷気は、エアロゾル発生基体の温度を有
利に低下させる。これは、ユーザーがたばこを吸う間、エアロゾル発生基体の温度におけ
るスパイクを有利にも実質的に阻止または抑制する。本明細書に使用される「冷気」とい
う用語は、ユーザーがたばこを吸う際に可燃性熱源によって有意に加熱されない周囲空気
を記述するために使用される。
【００５２】
　本明細書に記載のエアロゾル発生物品は、熱源の少なくとも後方部分とエアロゾル発生
基体の少なくとも前方部分との両方の周りにある、およびそれらと直に接触した熱伝導性
要素を備えてもよい。熱伝導性要素は、可燃性熱源とエアロゾル発生基体との間に熱リン
クを提供し、有利なことに、許容可能なエアロゾルを提供するために可燃性熱源からエア
ロゾル発生基体への適切な熱伝達を容易にするのに役立つ。
【００５３】
　本明細書における使用のための適切な熱伝導性要素としては、金属箔ラッパー（例えば
、アルミ箔ラッパー、鋼鉄ラッパー、鉄箔ラッパー、および銅箔ラッパーなど）、および
金属合金箔ラッパーが挙げられるが、これらに限定されない。
【００５４】
　本明細書に記述するエアロゾル発生物品は、その近位端に位置するマウスピースを備え
てもよい。マウスピースは濾過効率が低いことが好ましく、濾過効率が非常に低いことが
より好ましい。マウスピースは単一のセグメントであっても、または構成要素マウスピー
スであってもよい。あるいは、マウスピースはマルチセグメントマウスピースであっても
、または複数構成要素マウスピースであってもよい。
【００５５】
　マウスピースは、適切な公知の濾過材料を含む１つ以上のセグメントを含むフィルター
を含んでもよい。適切な濾過材料は当技術分野で公知であり、酢酸セルロースおよび紙を
含むが、これらに限定されない。別の方法としてまたは追加的に、マウスピースは吸収剤
、吸着剤、風味剤、およびその他のエアロゾル変性剤および添加剤またはその組み合わせ
を含む１つ以上のセグメントを含みうる。
【００５６】
　本明細書に記載のエアロゾル発生物品は、エアロゾル発生基体とマウスピースとの間に
移動要素またはスペーサー要素を好ましくはさらに含む。移動要素はエアロゾル発生基体
およびマウスピースの一方または両方に隣接してもよい。あるいは、移動要素はエアロゾ
ル発生基体およびマウスピースの一方または両方から間隙を介していてもよい。
【００５７】
　移動要素の封入は、可燃性熱源からエアロゾル発生基体への熱伝達によって生成される
エアロゾルの冷却を有利に可能にする。移動要素の包含は、エアロゾル発生物品の全長を
、移動要素の長さの適切な選択により所望の値、例えば従来の紙巻たばこの長さに類似し
た長さに調整することも有利に可能にする。
【００５８】
　移動要素の長さは、約７ｍｍ～約５０ｍｍ、例えば約１０ｍｍ～約４５ｍｍ、または約
１５ｍｍ～約３０ｍｍであってもよい。移動要素の長さは、エアロゾル発生物品の所望の
全長およびエアロゾル発生物品内のその他の成分の存在および長さに依存して、その他の
長さであってもよい。
【００５９】
　移動要素は少なくとも１つの端の開いた管状中空体を備えることが好ましい。このよう
な実施形態では、使用において、エアロゾル発生物品の中へと引き出される空気は、それ
がエアロゾル発生基体からマウスピースへとエアロゾル発生物品を通って下流に通過する
時に、少なくとも１つの端の開いた管状中空体を通って通過する。移動要素は、可燃性熱
源からエアロゾル発生基体への熱の移動によって生成されるエアロゾルの温度で実質的に
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熱安定している１つ以上の適切な材料から形成される少なくとも１つの端の開いた管状中
空体を含んでいてもよい。適切な材料は当技術分野で公知であり、紙、ボール紙、プラス
チック、このような酢酸セルロース、セラミックおよびこれらの組み合わせを含むが限定
されない。
【００６０】
　別の方法としてまたは追加的に、本明細書に記載のエアロゾル発生物品は、エアロゾル
発生基体とマウスピースとの間にエアロゾル冷却要素または熱交換器を含んでもよい。エ
アロゾル冷却要素は複数の長手方向に延在する流路を含んでもよい。エアロゾル冷却要素
は、金属箔、重合体材料および実質的に非多孔性の紙またはボール紙から成る群より選択
される材料シートの集合体を含んでもよい。一定の実施形態では、エアロゾル冷却要素は
、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポリエ
チレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、酢酸セルロース（ＣＡ）および
アルミ箔から成る群より選択される材料シートの集合体を含んでもよい。エアロゾル冷却
要素は、ポリ乳酸（ＰＬＡ）またはＭａｔｅｒ－Ｂｉ（登録商標）の等級（デンプンベー
スのコポリエステルの市販のファミリー）などの生物分解性高分子材料のシートの集合体
を含みうることが好ましい。
【００６１】
　本明細書に記載のエアロゾル発生物品は、エアロゾル発生基体および熱源または熱源ホ
ルダーの少なくとも後方部分を囲む外側ラッパーを含みうる。外側ラッパーは、エアロゾ
ル発生物品の組立時に、エアロゾル発生物品の熱源および熱源ホルダーならびにエアロゾ
ル発生基体を握持するべきである。外側ラッパーは、エアロゾル発生基体と、熱源および
熱源ホルダーの少なくとも後方部分と、エアロゾル発生基体の下流のエアロゾル発生物品
の任意のその他の構成要素と、を囲むことが好ましい。外側ラッパーは任意の適切な材料
または材料の組み合わせから形成されてもよい。適切な材料は当技術分野で公知であり、
紙巻たばこ用紙を含むが、これに限定されない。別の方法としてまたは追加的に、マウス
ピースはチッピングペーパーによって囲まれてもよい。本明細書に記載のエアロゾル発生
物品は、周知の方法および機械を使用して組み立てられてもよい。
【００６２】
　エアロゾル発生物品は、形状において実質的に円筒状でもよい。エアロゾル発生物品は
、実質的に細長くてもよい。エアロゾル発生物品は、長さおよび長さと実質的に直交する
円周を持つ。エアロゾル発生基体は、実質的に円筒形の形状としうる。エアロゾル発生基
体は、実質的に細長くてもよい。エアロゾル発生基体はまた、長さと、この長さと実質的
に直交する円周と、も持つ。エアロゾル発生基体は、エアロゾル発生基体の長さがエアロ
ゾル発生物品内の気流の方向と実質的に平行であるように、エアロゾル発生物品内に位置
しうる。移動するセクションまたは要素は実質的に細長くてもよい。
【００６３】
　エアロゾル発生物品は、望ましい任意の長さを持ちうる。例えば、エアロゾル発生物品
の全長は、およそ６５ｍｍ～およそ１００ｍｍとしうる。エアロゾル発生物品は、望まし
い任意の外径を持ちうる。例えば、エアロゾル発生物品の外径は、およそ５ｍｍ～およそ
１２ｍｍとしうる。
【００６４】
　フィルター、移動要素、エアロゾル冷却要素、および熱交換器のうちの１つ以上は、エ
アロゾル発生物品に含まれずむしろ、本発明のホルダー内に組み込まれうる。フィルター
、移動要素、エアロゾル冷却要素、および熱交換器のうちの１つ以上が、ホルダー内に組
み込まれる場合、エアロゾル発生物品の長さが減少されうる。いくつかの好ましい実施形
態では、ホルダーは、フィルター、移動要素、エアロゾル冷却要素、および熱交換器のう
ちの１つ以上を含み、またホルダーは再使用可能である。
【００６５】
　本明細書で使用されるすべての科学的および技術的な用語は、別途指定のない限り、当
業界で一般に使用される意味を持つ。本明細書で提供した定義は、本明細書で頻繁に使用
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される特定の用語の理解を容易にするために提供されている。
【００６６】
　単数形（「１つの（ａ）」、「１つの（ａｎ）」、および「その（ｔｈｅ）」）は本明
細書で使用される場合、複数形の対象を有する実施形態を含蓄するが、その内容によって
明らかに別途定められている場合はその限りではない。
【００６７】
　「または」は一般的に、本明細書で使用される場合、「および／または」を含めた意味
で使用されるが、その内容によって明らかに別途定められている場合はその限りではない
。「および／または」という用語は、列挙された要素の１つまたはすべて、または列挙さ
れた要素のうちの任意の２つ以上の組み合わせを意味する。
【００６８】
　「有する、持つ（ｈａｖｅ）」、「有している、持っている（ｈａｖｉｎｇ）」、「含
む（ｉｎｃｌｕｄｅ）」、「含まれる（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、「備える（ｃｏｍｐｒ
ｉｓｅ）」、「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」、またはこれに類するものは本明細書
で使用される場合、制約のない意味で使用され、一般的に「含むが、これに限定されない
」を意味する。「から本質的に成る」、「から成る」、およびこれに類するものは、「含
む」およびこれに類するものに包摂されることが理解されるであろう。
【００６９】
　「好ましい」および「好ましくは」という語は、ある特定の状況下で、ある特定のメリ
ットをもたらし得る本発明の実施形態を指す。ただし、同一またはその他の状況下で、そ
の他の実施形態もまた好ましいものでありうる。その上、１つ以上の好ましい実施形態の
列挙は、その他の実施形態が有用ではないことを暗に意味するものではなく、請求の範囲
を含む本開示の範囲からその他の実施形態を除外するものではない。
　本開示で説明される１つ以上の態様を図示する図面をこれから参照する。ただし、図面
に描かれていないその他の態様が本開示の範囲および精神に則るものと理解される。図内
で使用されている類似した番号は、類似した構成要素、工程、およびこれに類するものに
言及する。ただし、所定の図で一つの構成要素を指すために一つの番号を使用することは
、別の図で同じ番号が付けられたその構成要素を制限するものではないことが理解される
。さらに、異なる図面において構成要素を指すために異なる番号を使用することは、その
異なる番号の付いた構成要素が他の番号の付いた構成要素と同一または類似したものであ
り得ないことを示すことを意図したものではない。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】図１は、内部要素が見えるように部分的に開いたラッパー１１０を有する例示の
エアロゾル発生物品１００の概略透視図である。
【図２】図２は、例示のホルダー２００の概略断面図である。
【図３】図３は、例示のホルダー２００によって受けられた例示のエアロゾル発生物品１
００の概略断面図である。
【図４Ａ】図４Ａは、例示のホルダーのカゴの概略断面図であり、ここにおいて、そのカ
ゴは、回転可能なリングカバー３００を含む。
【図４Ｂ】図４Ｂは、例示のホルダーのカゴの概略断面図であり、ここにおいて、そのカ
ゴは、回転可能なリングカバー３００を含む。
【図５】図５は、例示のホルダー２００の概略斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００７１】
　概略図の縮尺は必ずしも正確なものではなく、図示の目的で提示されるものであり、限
定するものではない。
【００７２】
　ここで図１を参照すると、エアロゾル発生物品１００は、近位端１０３と遠位端１０５
との間に延在する。エアロゾル発生物品１００は、エアロゾル発生物品１００の遠位端１
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０５に配置される可燃性熱源１０２と、可燃性熱源１０２の下流のエアロゾル発生基体１
０４と、エアロゾル発生基体１０４の下流にあり、かつエアロゾル発生物品１００の近位
端１０３に配置されるマウスピース１０６と、を含む。
【００７３】
　エアロゾル発生物品１００は、連続的に隣接して同軸に配列された、可燃性熱源１０２
、エアロゾル発生基体１０４、エアロゾル冷却要素１０７、細長い膨張室または移動要素
１０８、およびマウスピース１０６を備え、これらが、例えば、紙巻たばこ用紙の外側ラ
ッパー１１０内で包まれる。可燃性熱源１０２は円筒形である。
【００７４】
　エアロゾル発生基体１０４は、可燃性熱源１０２のすぐ下流に位置し、例えば、エアロ
ゾル形成体としてのグリセリンを含みフィルタープラグラップで囲まれた、均質化したた
ばこ材料の円筒形プラグを含む。アルミ箔の管から成る熱伝導性要素１１２は、可燃性熱
源１０２の後方部分およびエアロゾル発生基体１０４の隣接した前方部分を囲み、それら
に接触する。細長い膨張室１０８は、エアロゾル発生基体１０４の下流に位置し、円筒形
のボール紙の開いた管を備える。マウスピース１０６は、膨張室１０８の下流に位置し、
フィルタープラグラップで囲まれた酢酸セルローストウ１０９の円筒形プラグを含む。
【００７５】
　使用時、ユーザーは、エアロゾル発生基体を加熱してエアロゾルを生成する可燃性熱源
に点火する。ユーザーがマウスピース１０６を吸いこむと、空気がエアロゾル発生基体１
０４を通り、紙巻たばこ用紙１１０内の、かつエアロゾル発生基体１０４に隣接する空気
吸込み口の穴１１３を通り、膨張室１０８を通り、マウスピース１０６を通り、ユーザー
の口の中に引き込まれる。
【００７６】
　ここで図２を参照すると、ホルダー２００は、マウスピース２１０と、ホルダー２００
の上を摺動可能に配置されるカゴ２２０と、を含む。マウスピース２００は、口側の端か
ら遠位端へと延在する通路２１３を画定する。通路２１３は、エアロゾル発生物品を摺動
可能に受けるように構成される。通路は、肩部２１８または減少した内径領域を含み、そ
れにより、肩部２１８を越えるエアロゾル発生物品の挿入が防がれる。マウスピース２０
０はまた、遠位フランジ２１２を含む。
【００７７】
　カゴ２２０は、フランジ２１２と係合する近位停止部２２８を含み、それは、カゴ２２
０がマウスピース２１０の上を遠位に摺動した時に、カゴ２２０がさらに遠位に移動する
ことを防ぐ。ホルダーは、カゴ２２０の内側表面からカゴ２２０の穴内に延在するシール
２３０を含む。シール２３０は、物品がホルダー２００内に挿入された時に、エアロゾル
発生物品と密封して係合するように配置され、かつ構成される。シール２３０はまた、フ
ランジ２１２と係合して、カゴがマウスピース２１０から近位に滑り落ちることを防ぎう
る。示されるカゴ２２０は、シール２３０の下流（２２２）および上流（２２４）にある
、カゴの壁を貫通する穴２２２および２２４を含む。上流穴２２４により、気流による、
熱源の点火、続く熱源の燃焼、また燃焼ガスの排出が可能となる。気体のいくつかの交換
は、開放状態の遠位面、および熱源（図示せず）とカゴ２２０との間の半径方向隙間を介
する。下流穴２２２により、物品がホルダー２００に受けられた時に、冷気が穴２２２お
よびエアロゾル発生物品を通して引き出されることが可能となる。
【００７８】
　ここで図３を参照すると、エアロゾル発生物品１００は、ホルダー２００内に配置され
る。物品１００の近位端は、肩部２１５またはマウスピース２１０の減少した内径部分と
接触し、物品１００がマウスピース２１０の通路内に完全に受けられたことを示す。カゴ
２２０は、マウスピース２１０の上を遠位に進み、停止部２２８がフランジ２１８と接触
する。シール２３０は、熱源１０２の下流のエアロゾル発生物品１００と接触し、かつそ
れと密封するように係合する。カゴ２２０の遠位部分は、熱源１０２を囲む。開口部２２
４、さらにカゴの開放状態の遠位面は、気流に熱源の点火、続く燃焼、また燃焼ガスの排
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出を可能にするようにさせる。開口部２２２によって、冷気がシール２３０の下流のカゴ
の壁を通じて、空気吸込み口穴１１３を通じて、エアロゾル発生基体を通じてまたはその
周りを通して、エアロゾル発生物品１００の残りの部分を通じて、マウスピース２１０の
通路を通じて、そしてユーザーの口内へと、引き出されることが可能となる。シール２３
０は、熱源１０２の燃焼からの一定の量または数の燃焼生成物が、シール２３０の下流の
貫通穴２２２で得られた冷気に混入することを防ぎ、または制限する。
【００７９】
　ここで図４Ａおよび図４Ｂを参照すると、カゴ２２０は、カゴ２２０の遠位穴２２４を
覆うためのカバー３００を含み、それは喫煙物品（図示せず）の熱源の消火を促進する。
示されるカバー３００は、カゴ２２０の長手方向軸の周りで回転可能なリングである。カ
バー３００は、カゴ２２０の遠位開口部２２４と整列されうる、カバーの本体を通る穴３
３４を含む（図４Ａ）。カバー３００は、適切に回転した時に（図４Ａに関する）、カゴ
２２０の遠位開口部２２４を覆う、部分を含む（図４Ｂ）。遠位開口部２２４が覆われた
時、熱源１０２は、熱源が消火されうるように、気流を十分に受けることができない。
【００８０】
　ここで図５を参照すると、例示のホルダー２００の概略斜視図が示される。ホルダー２
００は、エアロゾル発生物品を摺動可能に受けるように構成される通路（図示せず）を画
定する、マウスピース２１０の周りで摺動可能なカゴ２２０を含む。シール２３０は、カ
ゴ２２０の内側表面から延在し、熱源の下流のエアロゾル発生物品と密封して係合するよ
うに構成され、かつ配置される。カゴ２２０は、シール２３０の下流の複数の換気穴２２
２と、シール２３０の上流の複数の換気穴２２４と、を含む。マウスピース２１０は、入
れ子式であってもよく、その結果、口側の端が、マウスピースの遠位部分に対して遠位に
移動して、エアロゾル発生物品を取り出すことができる。
【００８１】
　したがって、エアロゾル発生物品用のホルダーのための、方法、システム、装置、組立
品および物品が記載される。本発明の様々な修正および変形が、本発明の範囲および精神
を逸脱することなく、当業者に明らかになるであろう。本発明は特定の好ましい実施形態
に関連して記述してきたが、当然のことながら、本発明は主張の通り、こうした特定の実
施形態に不当に限定されるべきではない。実際に、機械製作技術およびエアロゾル発生物
品製造または関連分野の当業者にとって明らかである、本発明を実施するための記述され
た方法の様々な改良は、以下の特許請求の範囲内に収まるものであることが意図される。
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